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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の動画像を同時に画面の複数領域で再生する画像再生装置であって、
　動画像の再生位置を操作するための操作部であって、各領域に対応づけて表示される複
数の第１の操作部と、前記複数領域の全部を操作する第２の操作部とを前記画面に表示さ
せる処理手段と、
　前記第１の操作部への操作を受け付けたことに応じて、それに対応する領域に表示され
る動画像の再生位置を決定する第１の決定手段と、
　前記第２の操作部への操作を受け付けたことに応じて、前記複数の動画像の再生位置を
決定する第２の決定手段とを有し、
　前記処理手段は、前記第１の操作部と前記第２の操作部との一方に対する操作を受け付
けたことに応じて、他方を連動させて表示させることを特徴とする画像再生装置。
【請求項２】
　前記第１の操作部及び前記第２の操作部は、時間幅を表わす領域と、前記領域上で再生
位置を示すつまみとからなるスライダにより構成されることを特徴とする請求項１に記載
の画像再生装置。
【請求項３】
　前記第２の操作部のスライダには、前記複数領域に表示されている動画像の再生位置に
対応した複数のつまみが配置されることを特徴とする請求項２に記載の画像再生装置。
【請求項４】
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　前記第２の操作部への操作を受け付けたことに連動して、前記第１の操作部の全てが操
作されたように表示させることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像
再生装置。
【請求項５】
　前記複数領域で再生される動画像は、それぞれ別の複数の動画像であることを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項６】
　同一の動画像の再生位置をそれぞれ異ならしめて前記複数領域で分割再生することを特
徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項７】
　複数の動画像を前記複数領域で再生する場合、再生位置が最後尾に達した場合には、繰
り返し再生することを特徴とする請求項５に記載の画像再生装置。
【請求項８】
　複数の動画像を前記複数領域で再生する場合、再生位置が最後尾に達した場合には、別
の画像に変更して再生することを特徴とする請求項５に記載の画像再生装置。
【請求項９】
　同一の動画像の再生位置をそれぞれ異ならしめて前記複数領域で分割再生する場合に、
各領域の再生開始位置を該１つの動画像ファイルの先頭とすることを特徴とする請求項６
に記載の画像再生装置。
【請求項１０】
　同一の動画像の再生位置をそれぞれ異ならしめて前記複数領域で分割再生するときに、
各領域の再生開始位置を全体時間を分割数で等分割した位置とすることを特徴とする請求
項６に記載の画像再生装置。
【請求項１１】
　同一の動画像の再生位置をそれぞれ異ならしめて前記複数領域で分割再生するときに、
各領域の再生開始位置をシーンの切り替わる位置とすることを特徴とする請求項６に記載
の画像再生装置。
【請求項１２】
　複数の動画像を同時に画面の複数領域で再生する画像再生装置による画像再生方法であ
って、
　動画像の再生位置を操作するための操作部であって、各領域に対応づけて表示される複
数の第１の操作部と、前記複数領域の全部を操作する第２の操作部とを前記画面に表示さ
せる処理手順と、
　前記第１の操作部への操作を受け付けたことに応じて、それに対応する領域に表示され
る動画像の再生位置を決定する第１の決定手順と、
　前記第２の操作部への操作を受け付けたことに応じて、前記複数の動画像の再生位置を
決定する第２の決定手順とを有し、
　前記処理手順は、前記第１の操作部と前記第２の操作部との一方に対する操作を受け付
けたことに応じて、他方を連動させて表示させることを特徴とする画像再生方法。
【請求項１３】
　前記第１の操作部及び前記第２の操作部は、時間幅を表わす領域と、前記領域上で再生
位置を示すつまみとからなるスライダにより構成されることを特徴とする請求項１２に記
載の画像再生方法。
【請求項１４】
　前記第２の操作部のスライダには、前記複数領域に表示されている動画像の再生位置に
対応した複数のつまみが配置されることを特徴とする請求項１３に記載の画像再生方法。
【請求項１５】
　前記第２の操作部への操作を受け付けたことに連動して、前記第１の操作部の全てが操
作されたように表示させることを特徴とする請求項１２乃至１４のいずれか１項に記載の
画像再生方法。
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【請求項１６】
　前記複数領域で再生される動画像は、それぞれ別の複数の動画像であることを特徴とす
る請求項１２乃至１５のいずれか１項に記載の画像再生方法。
【請求項１７】
　同一の動画像の再生位置をそれぞれ異ならしめて前記複数領域で分割再生することを特
徴とする請求項１２乃至１５のいずれか１項に記載の画像再生方法。
【請求項１８】
　複数の動画像を同時に画面の複数領域で再生する画像再生装置としてコンピュータを機
能させるためのプログラムであって、
　動画像の再生位置を操作するための操作部であって、各領域に対応づけて表示される複
数の第１の操作部と、前記複数領域の全部を操作する第２の操作部とを前記画面に表示さ
せる処理手段と、
　前記第１の操作部への操作を受け付けたことに応じて、それに対応する領域に表示され
る動画像の再生位置を決定する第１の決定手段と、
　前記第２の操作部への操作を受け付けたことに応じて、前記複数の動画像の再生位置を
決定する第２の決定手段としてコンピュータを機能させ、
　前記処理手段は、前記第１の操作部と前記第２の操作部との一方に対する操作を受け付
けたことに応じて、他方を連動させて表示させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の動画像ファイル又は１つの動画像ファイルを、同一スクリーンにて複
数画面で再生する画像再生装置、方法及びプログラムに関する。より詳しくは、個々の画
面の再生位置を制御するコントローラと全画面の再生位置を制御するコントローラとを持
つ画像再生技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラやデジタルビデオの普及に伴い、デジタルカメラやデジタルビデ
オにて撮影した複数の画像の一覧から、１つの画像ごとに再生画面を表示し、再生画像を
閲覧する機会が増えてきている。
【０００３】
　現在、動画像ファイル内に存在する所望するシーンを検索する場合には、まず、保存さ
れている縮小画像の一覧を表示する。一覧表示された画像の中から、見当を付けて１つの
画像を再生して、所望するシーンが含まれているか確認する。再生中の画像に、所望する
シーンがないと判断した場合には、再生画面を閉じて、縮小画像一覧画面に戻り、次に見
当を付けた画像を再生して確認する。このように、所望するシーンが見つかるまで、画像
の再生を繰り返してのシーン検索が一般的となっている。
【０００４】
　このような状況において、所望する複数の画像を同時に再生して、動画像ファイル内の
シーンを閲覧できないという問題があり、非常に手間がかかっていた。この問題を解決す
るために、特許文献１では、３つの時刻の画像を同時に表示する動画再生技術が開示され
ている。また、特許文献２では、複数の動画像ファイルを同時に再生する動画再生技術が
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３５６５４４５号公報
【特許文献２】特開平１０-９８６６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１では、画像の再生範囲を設定する必要があり、所望する
シーンの位置が判断できない場合は、どの時刻を同時再生するのが良いか戸惑う場合があ
った。
【０００７】
　また、上記特許文献２では、複数画像の同時操作のため、同様のシーンが複数画像の任
意の位置に存在する場合には、同時に表示できないため、１画像ごとに再生を繰り返す必
要があった。
【０００８】
　つまり、従来例では、動画像ファイル内の所望するシーン検索において、効率的なシー
ン検索ができないという問題があった。
【０００９】
　本発明は以上のような状況に鑑みてなされたものであり、動画像ファイル内の所望する
シーン検索において、効率的なシーン検索を可能とすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の画像再生装置は、複数の動画像を同時に画面の複数領域で再生する画像再生装
置であって、動画像の再生位置を操作するための操作部であって、各領域に対応づけて表
示される複数の第１の操作部と、前記複数領域の全部を操作する第２の操作部とを前記画
面に表示させる処理手段と、前記第１の操作部への操作を受け付けたことに応じて、それ
に対応する領域に表示される動画像の再生位置を決定する第１の決定手段と、前記第２の
操作部への操作を受け付けたことに応じて、前記複数の動画像の再生位置を決定する第２
の決定手段とを有し、前記処理手段は、前記第１の操作部と前記第２の操作部との一方に
対する操作を受け付けたことに応じて、他方を連動させて表示させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、動画像ファイル内の所望するシーン検索において、効率的なシーン検
索が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施形態に係る画像再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施形態に係る画像再生装置により実行される画像処理プログラムの手順
を示すフローチャートである。
【図３】再生画面操作処理の手順を示すフローチャートである。
【図４】メインコントロール操作処理の手順を示すフローチャートである。
【図５】初期画面を示す図である。
【図６】画像選択画面を示す図である。
【図７】再生画面を示す図である。
【図８】メインコントロール操作後の再生画面を示す図である。
【図９】サブコントロール操作後の再生画面を示す図である。
【図１０】メインコントロール再操作後の再生画面を示す図である。
【図１１】第２の実施形態に係る画像再生装置により実行される画像処理プログラムの手
順を示すフローチャートである。
【図１２】初期画面を示す図である。
【図１３】分割再生画面を示す図である。
【図１４】サブコントロール操作後の分割再生画面を示す図である。
【図１５】サブコントロール操作後の分割再生画面を示す図である。
【図１６】メインコントロール操作後の分割再生画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
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　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。
（第１の実施形態）
　第１の実施形態では、複数の動画像ファイルを複数画面で同時に再生する例を説明する
。図１は、本実施形態に係る画像再生装置の構成を概略的に示すブロック図である。１０
０は後述する画像処理プログラムを実行する演算処理装置（ＣＰＵ）である。
【００１４】
　１１０はハードディスクであり、プログラムや画像データ等のデジタルデータを記録す
る。ハードディスク１１０は、画像処理プログラムがＣＰＵ１００に読み取り可能なプロ
グラムコードとして記録されており、このプログラムコードをＣＰＵ１００が実行する構
成となっている。１２０は記憶部であり、プログラムコード等を記憶する。
【００１５】
　１３０はネットワーク接続部であり、ネットワークを介して画像データを収集し、収集
した画像データを公開する外部装置と接続する。１４０はＣＲＴディスプレイや液晶パネ
ル等の表示部（ディスプレイ）である。１５０はオーディオ出力用のスピーカーである。
１６０はキーボードやマウス等からなる操作部である。
【００１６】
　１７０は外部記録媒体１８０を読み込むための記録媒体ドライブである。１８０はＣＤ
-ＲＯＭやＤＶＤ等の外部記録媒体である。１９０はＰＣＩバス等のコンピュータ内部の
各処理部を相互に接続するための内部バスである。
【００１７】
　本実施形態では、ハードディスク１１０に画像データ、及び、プログラムが記録されて
いる例を示している。しかし、画像データやプログラムがＣＤ-ＲＯＭやＤＶＤ等の外部
記録媒体１８０に記録されており、記録媒体ドライブ１７０を介してＣＰＵ１００に実行
させる形態でも良い。また同様に、ネットワーク上に画像データ、及び、プログラムが記
録されており、ネットワーク接続部１３０を介してＣＰＵ１００に実行させる形態でも良
い。
【００１８】
　本実施形態に係る画像再生装置では、起動時に指定されたフォルダ内の動画像ファイル
の縮小画像を一覧表示し、ユーザ操作によって選択された複数の動画像ファイルを、１つ
のスクリーン上にファイル名順に並べて複数画面で再生する。なお、起動時にフォルダを
選択する構成であると述べたが、起動中にフォルダを選択するような構成であっても良い
。また、起動中に、ユーザ選択によって再生画像が設定される構成としたが、起動時に再
生画像が設定されているような構成であっても良い。また、複数の再生画面の表示順をフ
ァイル名順としたが、日時順に並べても良いし、ユーザの選択順や画像の再生時間順に表
示した場合でも、本発明は適応される。
【００１９】
　図２は、本実施形態に係る画像再生装置により実行される画像処理プログラムの手順を
示すフローチャートである。ここで、本実施形態に係る画像処理プログラムは、起動時に
動画像ファイルの存在するフォルダパスを引数として実行される。本実施形態では、図５
～図１０に示すユーザインタフェイス（ＵＩ）画面に遷移する場合の例を説明する。
【００２０】
　まず初期画面である図５に示す画像選択画面（縮小画像一覧画面）Ｕ１００を表示し（
ステップＳ１０１）、ユーザの入力を待つ。図５に示す画像処理画面Ｕ１００は、プログ
ラム終了ボタンＵ１１０と、縮小画像Ｕ１３０が表示される画像一覧表示領域Ｕ１２０と
から構成される。画像一覧表示領域Ｕ１２０は、再生対象となる動画像形式の画像一覧を
表示し、ユーザ操作によって再生対象の画像を決定する領域である。
【００２１】
　ステップＳ１０１の初期画面表示後に、ユーザ操作により後述する再生ボタンＵ１７０
（図６を参照）がクリックされたか否かを判定する（ステップＳ１０２）。再生ボタンＵ
１７０がクリックされていなければ（ステップＳ１０２でＮＯ）、画像一覧表示領域Ｕ１
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２０に表示中のいずれかの画像Ｕ１３０上でクリックされたか否かを判定する（ステップ
Ｓ１０３）。いずれの画像Ｕ１３０上でもクリックされていなければ（ステップＳ１０３
でＮＯ）、終了ボタンＵ１１０がクリックされたか否かを判定する（ステップＳ１０４）
。終了ボタンＵ１１０がクリックされた場合（ステップＳ１０４でＹＥＳ）、本画像処理
プログラムを終了する。
【００２２】
　画像一覧表示領域Ｕ１２０に表示中のいずれかの画像Ｕ１３０上でクリックされた場合
（ステップＳ１０３でＹＥＳ）、クリックされた画像Ｕ１３０の状態を判定する（ステッ
プＳ１０５）。クリックされた画像Ｕ１３０が選択中ではない場合（ステップＳ１０５で
ＮＯ）、該画像Ｕ１３０を選択状態にして（ステップＳ１０６）、再生ボタンＵ１７０を
表示する（ステップＳ１０７）。クリックされた画像Ｕ１３０が選択中である場合（ステ
ップＳ１０５でＹＥＳ）、該画像Ｕ１３０の選択状態を解除し（ステップＳ１０８）、選
択状態の画像Ｕ１３０の有無を判定する（ステップＳ１０９）。選択状態の画像Ｕ１３０
が存在する場合（ステップＳ１０９でＹＥＳ）、再生ボタンＵ１７０を表示する（ステッ
プＳ１０７）。選択状態の画像Ｕ１３０が存在しない場合（ステップＳ１０９でＮＯ）、
再生ボタンＵ１７０を削除する（ステップＳ１１０）。
【００２３】
　図６は、図５に示す初期画面Ｕ１００においてユーザが３つの縮小画像Ｕ１３０（上列
左の画像、下列左の画像、上列右から２番目の画像）上でクリックした場合の画像選択画
面Ｕ１５０を示す。画像選択画面Ｕ１５０は、プログラム終了ボタンＵ１１０と、画像一
覧表示領域Ｕ１２０と、再生ボタンＵ１７０とから構成される。そして、画像一覧表示領
域Ｕ１２０において、選択状態の画像Ｕ１３０には枠Ｕ１６０が表示される等、非選択状
態の画像Ｕ１３０とは異なる表示形態となる。
【００２４】
　図６に示す画像選択画面Ｕ１５０において、再生ボタンＵ１７０がクリックされた場合
（ステップＳ１０２でＹＥＳ）、図７に示すように、選択画像数分（本実施形態では３）
の画像の再生画面を表示する（ステップＳ１１１）。
【００２５】
　次に、再生画面内にメインコントロール表示領域（以下、単にメインコントロールとも
称する）Ｕ２５０を表示する（ステップＳ１１２）。メインコントロールＵ２５０は、図
７を用いて後述するが、再生ボタンＵ２５５と、停止ボタンＵ２６０と、１つの時間幅（
再生幅）を表わすスライダとを有する。
【００２６】
　次に、ファイル名順に格納された図６での選択状態の画像Ｕ１３０のファイル名リスト
を取得する（ステップＳ１１３）。画面番号を指す"WinNo"に「０」、選択された画像数
を指す"ImageCount"に選択状態の画像数を代入する（ステップＳ１１４）。そして、"Win
No"と"ImageCount"とが同じ値になるまで、再生画面表示処理（ステップＳ１１５～Ｓ１
２０）を繰り返す。
【００２７】
　再生画面表示処理（ステップＳ１１５～Ｓ１２０）において、まず"WinNo"を１カウン
トアップする（ステップＳ１１６）。次に、ステップＳ１１３で取得した画像のファイル
名リストの"WinNo"に位置する画像の再生画面を表示し（ステップＳ１１７）、画像の再
生位置を制御する"WinNo"に対応する（関連付けられた）再生画面のサブコントロール表
示領域（以下、単にサブコントロールとも称する）Ｕ２２０を表示する（ステップＳ１１
８）。サブコントロールＵ２２０は、図７を用いて後述するが、再生ボタンＵ２３０と、
停止ボタンＵ２３５と、該再生画面に対して設定された再生幅を表わすスライダとを有す
る。次に、ステップＳ１１２で表示したメインコントロールＵ２５０内の再生幅を示すス
ライダ上に、"WinNo"に対応する再生位置を示すつまみを表示する（ステップＳ１１９）
。再生画面表示処理（ステップＳ１１５～Ｓ１２０）の終了後は、再生画面操作処理に遷
移する（ステップＳ１２１）。再生画面操作処理の詳細は、図３を用いて後述する。
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【００２８】
　本実施形態では、再生画面表示直後は、画像の再生を停止状態とし、再生開始位置は画
像の先頭とする。図６に示す画像選択画面Ｕ１５０にて、再生ボタンＵ１７０がクリック
された場合、選択中の３つの画像の再生画面表示処理（ステップＳ１１５～Ｓ１２０）を
繰り返し、図７に示す再生画面Ｕ２００のＵＩ構成となる。
【００２９】
　図７に示す再生画面Ｕ２００は、再生画面終了ボタンＵ２１０と、サブコントロールＵ
２２０と、メインコントロール表示領域Ｕ２５０とを持つ。
【００３０】
　サブコントロールＵ２２０は、画像再生領域（再生画面）Ｕ２２５と、再生ボタンＵ２
３０と、停止ボタンＵ２３５と、該再生画面に対して設定された再生幅を表わす領域Ｕ２
４５及び領域Ｕ２４５上で再生位置を示す操作部としてのつまみＵ２４０からなるスライ
ダとから構成される。サブコントロールＵ２２０は、再生画面ごとに存在し、それぞれに
再生位置を示すつまみＵ２７０、Ｕ２７５を持つ。これらサブコントロールＵ２２０が本
発明でいう第１のユーザインタフェイスに相当するものである。
【００３１】
　メインコントロールＵ２５０は、再生ボタンＵ２５５と、停止ボタンＵ２６０と、１つ
の再生幅を表わす領域Ｕ２６５及び領域Ｕ２６５上で再生位置を示す操作部としてのつま
みＵ２８０、Ｕ２８５、Ｕ２９０からなるスライダとから構成される。つまみＵ２８０、
Ｕ２８５、Ｕ２９０は各再生画面での再生位置を示すとともに相互に連動している。この
メインコントロールＵ２５０が本発明でいう第２のユーザインタフェイスに相当するもの
である。
【００３２】
　また、メインコントロールＵ２５０内に表示中のつまみＵ２８０、Ｕ２８５、Ｕ２９０
と、サブコントロールＵ２２０内のつまみＵ２４０、Ｕ２７０、Ｕ２７５とで対応するも
のは相互に連動する。
【００３３】
　本実施形態では、再生画面表示直後の再生開始位置は、画像の先頭であるため、メイン
コントロールＵ２５０内に表示中の複数のつまみＵ２８０、Ｕ２８５、Ｕ２９０は、先頭
位置に重ねて表示される。なお、再生画面の表示時の再生位置を先頭としたが、動画像フ
ァイルに登録されている縮小画像の位置を再生開始位置としても良い。また、再生開始位
置を画像の中央としたり、ユーザが予め指定したりする方法であっても、本案件は適応さ
れる。
【００３４】
　本実施形態では、図６に示す画像選択画面Ｕ１５０において３つの画像が選択された場
合の例として、３画面の再生画面Ｕ２００を説明した。選択画像が２画像の場合は２つの
サブコントロールをもつ２画面再生となり、また、選択画像が４画像の場合は４つのサブ
コントロールをもつ４画像再生となり、画像の選択数によって、再生画面の数が変動する
。
【００３５】
　図２のステップＳ１１３で取得した画像のファイル名リストの順番は、ファイル名順と
したが、撮影日時順や、再生時間順、ユーザの選択順としても良い。また、画像の再生幅
をすべてのサブコントロールにて同一幅としたが、再生幅を時間軸としても良い。
【００３６】
　図３は、図２のステップＳ１２１における再生画面操作処理の手順を示すフローチャー
トである。図２での再生画面表示処理（ステップＳ１１５～Ｓ１２０）の終了後、再生画
面操作処理に遷移する。
【００３７】
　図７の再生画面Ｕ２００の表示中に、コントロールの操作ではなく（ステップＳ２０１
でＮＯ及びステップＳ２０２でＮＯ）、ユーザ操作により終了ボタンＵ２１０がクリック
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された場合（ステップＳ２０３でＹＥＳ）、本画像処理プログラムを終了し、図２のステ
ップＳ１２１を抜ける。
【００３８】
　再生画面Ｕ２００の表示中に、いずれかのサブコントロールＵ２２０が操作された場合
（ステップＳ２０１でＹＥＳ）、そのサブコントロールＵ２２０に対応する"WinNo"を取
得する（ステップＳ２０５）。
【００３９】
　サブコントロールＵ２２０の操作が、スライダ上のつまみ（Ｕ２４０、Ｕ２７０、Ｕ２
７５）の移動である場合（ステップＳ２０６でＹＥＳ）、つまみの移動量を取得する（ス
テップＳ２１０）。つまみの移動量を基に、"WinNo"に対応する画像の再生位置を算出し
（ステップＳ２１１）、"WinNo"に対応する画像の再生位置の画像を表示する（ステップ
Ｓ２１２）。次に、メインコントロールＵ２５０内のスライダ上の"WinNo"に対応するつ
まみ（Ｕ２８０、Ｕ２８５、Ｕ２９０）を移動する（ステップＳ２１５）。これらの処理
が、本発明でいう第１の決定手段による処理例である。
【００４０】
　サブコントロールＵ２２０の操作が、スライダ上のつまみの移動ではなく（ステップＳ
２０６でＮＯ）、再生ボタンＵ２３０のクリックである場合（ステップＳ２０７でＹＥＳ
）、ステップＳ２０５で取得した"WinNo"に対応する画像の再生を開始する（ステップＳ
２１３）。"WinNo"に対応する画像の再生位置に応じて、サブコントロールＵ２２０内の
つまみを移動し（ステップＳ２１４）、メインコントロールＵ２５０内のスライダ上の"W
inNo"に対応するつまみを移動する（ステップＳ２１５）。
【００４１】
　サブコントロールＵ２２０の操作が、再生ボタンＵ２３０のクリックではなく（ステッ
プＳ２０７でＮＯ）、停止ボタンＵ２３５のクリックである場合（ステップＳ２０８でＹ
ＥＳ）、ステップＳ２０５で取得した"WinNo"に対応する画像の再生を停止する（ステッ
プＳ２０９）。
【００４２】
　再生画面Ｕ２００の表示中に、メインコントロールＵ２５０が操作された場合（ステッ
プＳ２０２でＹＥＳ）、メインコントロール操作処理に遷移する（ステップＳ２０４）。
図４は、ステップＳ２０４におけるメインコントロール操作処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【００４３】
　メインコントロールＵ２５０の操作が、スライダ上のつまみ（Ｕ２８０、Ｕ２８５、Ｕ
２９０）の移動である場合（ステップＳ３０１でＹＥＳ）、つまみの移動量を取得する（
ステップＳ３１６）。次に、画面番号を指す"WinNo"に「０」、画面数を指す"WinCount"
に表示中の再生画面数を代入する（ステップＳ３１７）。そして、"WinNo"と"WinCount"
とが同じ値になるまで、全画像再生位置の更新処理（ステップＳ３１８～Ｓ３２４）を繰
り返す。
【００４４】
　全画像再生位置の更新処理（ステップＳ３１８～Ｓ３２４）において、まず"WinNo"を
１カウントアップする（ステップＳ３１９）。次に、ステップＳ３１６で取得したメイン
コントロールＵ２５０内でのつまみ移動量を基に、"WinNo"に対応する画像の再生位置を
算出し（ステップＳ３２０）、"WinNo"に対応する画面内に再生位置に対応する画像を表
示する（ステップＳ３２１）。次に、"WinNo"に対応するサブコントロールＵ２２０内の
つまみの位置を移動し（ステップＳ３２２）、メインコントロールＵ２５０内の"WinNo"
に対応するつまみの位置を移動する（ステップＳ３２３）。"WinNo"と"WinCount"とが同
じ値になり、全画像再生位置の更新処理（ステップＳ３１８～Ｓ３２４）の終了後は、図
３のステップＳ２０４を抜ける。これらの処理が、本発明でいう第２の決定手段による処
理例である。
【００４５】
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　メインコントロールＵ２５０の操作が、スライダ上のつまみの移動ではなく（ステップ
Ｓ３０１でＮＯ）、再生ボタンＵ２５５のクリックである場合（ステップＳ３０２でＹＥ
Ｓ）、画面番号を指す"WinNo"に「０」、画面数を指す"WinCount"に表示中の再生画面数
を代入する（ステップＳ３０９）。そして、"WinNo"と"WinCount"とが同じ値になるまで
、全画像再生処理（ステップＳ３１０～Ｓ３１５）を繰り返す。
【００４６】
　全画像再生処理（ステップＳ３１０～Ｓ３１５）において、まず"WinNo"を１カウント
アップする（ステップＳ３１１）。次に、"WinNo"に対応する画像を再生し（ステップＳ
３１２）、再生に応じて"WinNo"に対応するサブコントロールＵ２２０内のつまみの位置
を移動し（ステップＳ３１３）、メインコントロールＵ２５０内の"WinNo"に対応するつ
まみの位置を移動する（ステップＳ３１４）。"WinNo"と"WinCount"とが同じ値になり、
全画像再生処理（ステップＳ３１０～Ｓ３１５）の終了後は、図３のステップＳ２０４を
抜ける。
【００４７】
　メインコントロールＵ２５０の操作が、再生ボタンＵ２５５のクリックではなく（ステ
ップＳ３０２でＮＯ）、停止ボタンＵ２６０のクリックである場合（ステップＳ３０３で
ＹＥＳ）、画面番号を指す"WinNo"に「０」、画面数を指す"WinCount"に表示中の再生画
面数を代入する（ステップＳ３０４）。そして、"WinNo"と"WinCount"とが同じ値になる
まで、全画像再生停止処理（ステップＳ３０５～Ｓ３０８）を繰り返す。
【００４８】
　全画像再生停止処理（ステップＳ３０５～Ｓ３０８）において、まず"WinNo"を１カウ
ントアップする（ステップＳ３０６）。次に、"WinNo"に対応する画像再生を停止する（
ステップＳ３０７）。"WinNo"と"WinCount"とが同じ値になり、全画像再生停止処理（ス
テップＳ３０５～Ｓ３０８）の終了後は、図３のステップＳ２０４を抜ける。
【００４９】
　図７に示す再生画面Ｕ２００において、ユーザ操作により、メインコントロールＵ２５
０内のつまみが「再生幅の３分の１」の位置に移動したときの例を説明する。図７におい
て、メインコントロールＵ２５０内のいずれかのつまみを移動すると、残りのつまみも連
動して、３つのつまみＵ２８０、Ｕ２８５、Ｕ２９０が同時に移動する。
【００５０】
　ユーザ操作によりメインコントロールＵ２５０が操作された場合（ステップＳ２０２で
ＹＥＳ）、図４のメインコントロール操作処理を実行する。メインコントロールＵ２５０
内のつまみを移動した場合（ステップＳ３０１でＹＥＳ）、つまみの移動量を取得する（
ステップＳ３１６）。ここでは、取得する移動量が「再生幅の３分の１」となる。次に、
画面番号を指す"WinNo"に「０」、画面数を指す"WinCount"に「３」を代入する（ステッ
プＳ３１７）。そして、全画面再生位置更新処理（ステップＳ３１８～Ｓ３２４）を実行
する。"WinNo"を１カウントアップし（ステップＳ３１９）、ステップＳ３１６で取得し
た移動量「再生幅の３分の１」を基に、"WinNo"「１」に対応する画像の再生位置を計算
する（ステップＳ３２０）。次に、"WinNo"「１」に対応する画像の「再生幅の３分の１
」の再生位置に値する画像をサブコントロールＵ２２０内の画像再生領域Ｕ２２５に表示
する（ステップＳ３２１）。次に、"WinNo"「１」に対応するサブコントロールＵ２２０
内のつまみＵ２４０を「再生幅の３分の１」移動し（ステップＳ３２２）、メインコント
ロールＵ２５０内の"WinNo"「１」に対応するつまみＵ２８０を移動する（ステップＳ３
２３）。ステップＳ３２４において、"WinNo"「１」と"WinCount"「３」となり、ステッ
プＳ３１９の"WinNo"を１カウントアップの処理に移行する。"WinNo"が「３」になるまで
、全画面再生位置更新処理（ステップＳ３１８～Ｓ３２４）を繰り返し実行すると、画面
上は、図８に示すメインコントロール操作後の再生画面Ｕ３００のＵI構成となる。図８
に示すメインコントロール操作後の再生画面Ｕ３００の構成は、図７に示す再生画面Ｕ２
００の構成と同様のため、説明を省力する。
【００５１】
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　次に、図８に示すメインコントロール操作後の再生画面Ｕ３００において、ユーザ操作
により、中央のサブコントロールＵ２２０内のつまみＵ２７０が「再生幅の４分の３」の
位置に移動したときの例を説明する。
【００５２】
　ユーザ操作により中央のサブコントロールＵ２２０が操作された場合（ステップＳ２０
１でＹＥＳ）、サブコントロールＵ２２０が対応している"WindowNo"「２」を取得する（
ステップＳ２０５）。次に、つまみＵ２７０の移動量を取得し（ステップＳ２１０）、移
動量から"WindowNo"「２」に対応する画像の移動位置を算出する（ステップＳ２１２）。
算出した移動の位置の画像を"WindowNo"「２」に対応する画面Ｕ２２５に表示する（ステ
ップＳ２１２）。図８のメインコントロールＵ２５０内の"WindowNo"「２」に対応するつ
まみＵ２８５を、「再生幅の４分の３」の位置に移動する（ステップＳ２１５）。このと
き、画面上は、図９に示すサブコントロール操作後の再生画面Ｕ３５０のＵI構成となる
。図９に示すサブコントロール操作後の再生画面Ｕ３５０の構成は、図７に示す再生画面
Ｕ２００の構成と同様のため、説明を省力する。
【００５３】
　次に、図９に示すサブコントロール操作後の再生画面Ｕ３５０において、ユーザ操作に
より、メインコントロールＵ２５０内のつまみＵ２８５が「再生幅の最後の位置」に移動
したときの例を説明する。
【００５４】
　ユーザ操作によりメインコントロールＵ２５０が操作された場合（ステップＳ２０２で
ＹＥＳ）、図４のメインコントロール操作処理を実行する。つまみ移動の処理（ステップ
Ｓ３０１でＹＥＳ）の場合、つまみＵ２８５の移動量を取得する（ステップＳ３１６）。
ここでは、「再生幅の４分の３」から「再生幅の最後の位置」への移動のため、移動量は
「再生幅の４分の１」となる。次に、画面番号を指す"WinNo"に「０」、画面数を指す"Wi
nCount"に「３」を代入する（ステップＳ３１７）。そして、全画面再生位置更新処理（
ステップＳ３１８～Ｓ３２４）を実行する。"WinNo"を１カウントアップし（ステップＳ
３１９）、ステップＳ３１６で取得した移動量「再生幅の４分の１」を基に、"WinNo"「
１」に対応する画像の再生位置を計算する（ステップＳ３２０）。次に、"WinNo"「１」
に対応する画像の「再生幅の３分の１」の再生位置から「再生幅の４分の１」を移動させ
た位置を再生位置として、サブコントロールＵ２２０内の画像再生領域Ｕ２２５に表示す
る（ステップＳ３２１）。次に、"WinNo"「１」に対応するサブコントロールＵ２２０内
のつまみＵ２４０を「再生幅の３分の１」の再生位置から「再生幅の４分の１」移動し（
ステップＳ３２２）、メインコントロールＵ２５０内の"WinNo"「１」に対応するつまみ
Ｕ２８０を移動する（ステップＳ３２３）。ステップＳ３２４において、"WinNo"「１」
と"WinCount"「３」とが異なるため、ステップＳ３１９の"WinNo"を１カウントアップの
処理に移行する。"WinNo"が「３」になるまで、全画面再生位置更新処理（ステップＳ３
１８～Ｓ３２４）を繰り返し実行すると、画面上は、図１０に示すメインコントロール再
操作後の再生画面Ｕ４００のＵI構成となる。図１０に示すメインコントロール再操作後
の再生画面Ｕ４００の構成は、図７に示す再生画面Ｕ２００の構成と同様のため、説明を
省力する。
【００５５】
　以上説明したように、本実施形態では、複数画像の同時再生スライダと、１画像のみの
再生スライダを操作することにより、効率の良いシーン検索を実現することが可能となる
。
【００５６】
　本実施形態では、コントロールの構成を、再生ボタンと、停止ボタンと、再生幅を表わ
すスライダとしたが、他の構成であっても良い。
【００５７】
　また、本実施形態では、メインコントロールＵ２５０及びサブコントロールＵ２２０を
常に同時に表示するとしたが、表示／非表示を切り替え可能としても良く、コントロール
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Ｕ２２０、Ｕ２５０の表示を交互に切り替える場合でも、本案件は適応される。
【００５８】
　また、本実施形態では、すべてのサブコントロールＵ２２０内の画像再生の再生幅を同
一としたが、時間軸を同一としてスライダの長さが画面ごとに異なっても、本発明は適応
される。
【００５９】
　また、本実施形態では、メインコントロールＵ２５０、サブコントロールＵ２２０にか
かわらず、再生位置が最後尾に達した場合でも、再生の対象画像は固定として繰り返し再
生するが、再生画像を別の画像に変更して再生するようにしても良い。
【００６０】
（第２の実施形態）
　第２の実施形態では、同一の動画像ファイルの再生位置をそれぞれ異ならしめて複数画
面で分割再生する例を説明する。本実施形態に係る画像再生装置の構成は第１の実施形態
（図１）と同様であり、ここではその説明を省略する。
【００６１】
　本実施形態に係る画像再生装置では、起動時に指定された１つの動画像ファイルのファ
イルを再生中に、分割ボタンによって、２、３、４分割の分割再生を実行する。なお、起
動時に動画像ファイルファイルを選択する構成であると述べたが、起動中に動画像ファイ
ルファイルを選択するような構成であっても良い。また、１つの動画像ファイル再生中に
分割再生を実行する構成としたが、複数の動画像ファイルの再生中に１つの動画像ファイ
ルを分割再生するような構成でも良い。
【００６２】
　図１１は、本実施形態に係る画像再生装置により実行される画像処理プログラムの手順
を示すフローチャートである。ここで、本実施形態に係る画像処理プログラムは、起動時
に動画像ファイルのファイル名を引数として実行される。本実施形態では、図１２～図１
６に示すＵＩ画面に遷移する場合の例を説明する。
【００６３】
　まず初期画面である図１２に示す画像再生画面Ｕ５００を表示し（ステップＳ４０１）
、ユーザの入力を待つ。図１２に示す画像再生画面Ｕ５００は、プログラム終了ボタンＵ
５１０と、分割再生ボタンＵ５２０と、再生画像表示領域Ｕ５３０と、再生コントロール
Ｕ５４０とから構成される。分割再生ボタンＵ５２０は、２分割、３分割、４分割の３つ
のボタンから構成される。再生コントロールＵ５４０は、再生ボタンＵ５５０と、停止ボ
タンＵ５６０と、再生幅を表わす領域Ｕ５８０及び領域Ｕ５８０上で再生位置を示す操作
部としてのつまみＵ５７０からなるスライダとから構成される。
【００６４】
　ステップＳ４０１の初期画面表示後に、ユーザ操作により分割再生ボタンＵ５２０がク
リックされたか否かを判定する（ステップＳ４０２）。分割再生ボタンＵ５２０がクリッ
クされていなければ（ステップＳ４０２でＮＯ）、再生コントロールＵ５４０が操作され
たか否かを判定する（ステップＳ４０３）。再生コントロールＵ５４０が操作されていな
ければ（ステップＳ４０３でＮＯ）、終了ボタンＵ５１０がクリックされたか否かを判定
する（ステップＳ４０４）。終了ボタンＵ５１０がクリックされた場合（ステップＳ４０
４でＹＥＳ）、本画像処理プログラムを終了する。
【００６５】
　再生コントロールＵ５４０が操作された場合（ステップＳ４０３でＹＥＳ）、その操作
がつまみＵ５７０の移動である場合（ステップＳ４０５でＹＥＳ）、つまみＵ５７０の移
動量を取得する（ステップＳ４０８）。ステップＳ４０８で取得したつまみの移動量を基
に、画像の再生位置を算出し（ステップＳ４０９）、再生位置の画像を再生画像表示領域
Ｕ５３０に表示し（ステップＳ４１０）、ユーザの入力を待つ。
【００６６】
　再生コントロールＵ５４０の操作が、つまみＵ５７０の移動ではなく（ステップＳ４０
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５でＮＯ）、再生ボタンＵ５５０のクリックである場合（ステップＳ４０６でＹＥＳ）、
再生画像表示領域Ｕ５３０に表示中の画像の再生を開始する（ステップＳ４１１）。再生
画像表示領域Ｕ５３０の再生位置に応じて、再生コントロールＵ５４０内のつまみＵ５７
０を移動する（ステップＳ４１２）。
【００６７】
　再生コントロールＵ５４０の操作が、再生ボタンＵ５５０のクリックではなく（ステッ
プＳ４０６でＮＯ）、停止ボタンＵ５６０のクリックである場合（ステップＳ４０７でＹ
ＥＳ）、再生画像表示領域Ｕ５３０で再生中の画像を停止し（ステップＳ４１３）、ユー
ザ入力を待つ。
【００６８】
　分割再生ボタンＵ５２０がクリックされた場合（ステップＳ４０２でＹＥＳ）、図１３
に示すように、１つの画像を分割再生する分割再生画面を表示する（ステップＳ４１４）
。次に、分割再生画面内にメインコントロールＵ６５０を表示する（ステップＳ４１５）
。メインコントロールＵ６５０は、図１３を用いて後述するが、再生ボタンＵ６５５と、
停止ボタンＵ６６０と、１つの再生幅を表わすスライダとを有する。
【００６９】
　次に、再生中のファイル名を取得する（ステップＳ４１６）。画面番号を指す"WinNo"
に「０」、選択された分割数を指す"DivCount"に再生画面の分割数を代入する（ステップ
Ｓ４１７）。そして、"WinNo"と"DivCount"とが同じ値になるまで、分割再生画面表示処
理（ステップＳ４１８～Ｓ４２３）を繰り返す。
【００７０】
　分割再生画面表示処理（ステップＳ４１８～Ｓ４２３）において、まず"WinNo"を１カ
ウントアップする（ステップＳ４１９）。次に、"WinNo"に対応する再生画面を表示し（
ステップＳ４２０）、画像の再生位置を制御する"WinNo"に対応する再生画面のサブコン
トロールＵ６２０を表示する（ステップＳ４２１）。サブコントロールＵ６２０は、図１
３を用いて後述するが、再生ボタンＵ６３０と、停止ボタンＵ６３５と、該再生画面に対
して設定された再生幅を表わすスライダとを有する。次に、ステップＳ４１５で表示した
メインコントロールＵ６５０内の再生幅を示すスライダ上に、"WinNo"に対応する再生位
置を示すつまみを表示する（ステップＳ４２２）。分割再生画面表示処理（ステップＳ４
１８～Ｓ４２３）の終了後は、再生画面操作処理に遷移する（ステップＳ４２４）。再生
画面操作処理の詳細は、第１の実施形態（図３、４）で説明したので、ここではその説明
を省略する。
【００７１】
　本実施形態では、分割再生画面表示直後は、画像の再生を停止状態とし、再生開始位置
は画像の先頭とする。図１２に示す画像再生画面Ｕ５００にて、例えば、分割再生ボタン
Ｕ５２０の３分割ボタンがクリックされた場合、１画像を３つの画面への表示処理（ステ
ップＳ４１８～Ｓ４２３）を繰り返し、図１３に示す分割再生画面Ｕ６００のＵI構成と
なる。
【００７２】
　図１３に示す分割再生画面Ｕ６００は、第１の実施形態の図７に示す再生画面Ｕ２００
と同様に、分割再生画面終了ボタンＵ６１０と、サブコントロールＵ６２０と、メインコ
ントロールＵ６５０とを持つ。
【００７３】
　サブコントロールＵ６２０は、画像再生領域（再生画面）Ｕ６２５と、再生ボタンＵ６
３０と、停止ボタンＵ６３５と、該再生画面に対して設定された再生幅をあらわす領域Ｕ
６４５及び領域Ｕ６４５上で再生位置を示す操作部としてのつまみＵ６４０からなるスラ
イダととから構成される。サブコントロールＵ６２０は、再生画面ごとに存在し、それぞ
れに再生位置を示すつまみＵ６７０、Ｕ６７５を持つ。これらサブコントロールＵ６２０
が本発明でいう第１のユーザインタフェイスに相当するものである。
【００７４】
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　メインコントロールＵ６５０は、再生ボタンＵ６５５と、停止ボタンＵ６６０と、1つ
の再生幅を表わす領域Ｕ６６５及び領域Ｕ５上で再生位置を示す操作部としてのつまみＵ
６８０、Ｕ６８５、Ｕ６９０からなるスライダとから構成される。つまみＵ６８０、Ｕ６
８５、Ｕ６９０は各再生画面での再生位置を示すとともに相互に連動している。このメイ
ンコントロールＵ６５０が本発明でいう第２のユーザインタフェイスに相当するものであ
る。
【００７５】
　また、メインコントロールＵ６５０内に表示中のつまみＵ６８０、Ｕ６８５、Ｕ６９０
と、サブコントロールＵ６２０内のつまみＵ６４０、Ｕ６７５、Ｕ６７５とで対応するも
のは相互に連動する。
【００７６】
　本実施形態では、分割再生画面表示直後の再生開始位置は、画像の先頭であるため、メ
インコントロールＵ６５０内に表示中の複数のつまみＵ６８０、Ｕ６８５、Ｕ６９０は、
先頭位置に重ねて表示される。なお、再生画面の表示時の再生位置を先頭としたが、再生
時間を分割画面数で等分した位置を再生開始位置としても良い。また、シーンチェンジの
位置を再生開始位置としたり、ユーザが予め指定した位置を再生開始位置としたりする方
法であっても、本案件は適応される。
【００７７】
　本実施形態では、３分割再生が選択された場合の例として、３画面の再生画面を表示し
ている。選択されたボタンが２分割再生の場合は２つのサブコントロールを持つ２画面再
生となり、４分割再生の場合は４つのサブコントロールを持つ４画像再生となり、選択さ
れた画面の分割数によって、再生画面の数が変動する。また、本実施形態では、画面の表
示数をボタン操作にて２、３、４分割と決定する仕様としたが、ユーザに設定させるよう
な構成でも良い。
【００７８】
　図１３に示す分割再生画面Ｕ６００において、ユーザ操作により、中央のサブコントロ
ールＵ６２０内のつまみＵ６７０が、「再生幅の３分の１」の位置に移動したときの例を
説明する。
【００７９】
　ユーザ操作により中央のサブコントロールＵ６２０が操作された場合（ステップＳ２０
１でＹＥＳ）、サブコントロールＵ６２０が対応している"WindowNo"「２」を取得する（
ステップＳ２０５）。次に、つまみＵ６７０の移動量を取得し（ステップＳ２１０）、移
動量から"WindowNo"「２」に対応する画像の移動位置を算出する（ステップＳ２１２）。
算出した移動の位置の画像を"WindowNo"「２」に対応する画面Ｕ６２５に表示する（ステ
ップＳ２１２）。図１３のメインコントロールＵ６５０内の"WindowNo"「２」に対応する
つまみＵ６８５を、「再生幅の３分の１」の位置に移動する（ステップＳ２１５）。この
とき、画面上は、図１４に示すサブコントロール操作後の分割再生画面Ｕ７００のＵI構
成となる。図１４に示すサブコントロール操作後の分割再生画面Ｕ７００の構成は、図１
３に示す分割再生画面Ｕ６００の構成と同様のため、説明を省力する。
【００８０】
　次に、図１４に示すサブコントロール操作後の分割再生画面Ｕ７００において、ユーザ
操作により、右端のサブコントロールＵ６２０内のつまみＵ６７５が、「再生幅の３分の
２」の位置に移動したときの例を説明する。
【００８１】
　ユーザ操作により右端のサブコントロールＵ６２０が操作された場合（ステップＳ２０
１でＹＥＳ）、サブコントロールＵ６２０が対応している"WindowNo"「３」を取得する（
ステップＳ２０５）。次に、つまみＵ６７５の移動量を取得し（ステップＳ２１０）、移
動量から"WindowNo"「３」に対応する画像の移動位置を算出する（ステップＳ２１２）。
算出した移動の位置の画像を"WindowNo"「３」に対応する画面Ｕ６２５に表示する（ステ
ップＳ２１２）。図１４のメインコントロールＵ６５０内の"WindowNo"「３」に対応する
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つまみＵ６９０を、「再生幅の３分の２」の位置に移動する（ステップＳ２１５）。この
とき、画面上は、図１５に示すサブコントロール操作後の分割再生画面Ｕ７５０のＵI構
成となる。図１５に示すサブコントロール操作後の分割再生画面Ｕ７５０の構成は、図１
３に示す分割再生画面Ｕ６００の構成と同様のため、説明を省力する。
【００８２】
　次に、図１５に示すサブコントロール再操作後の分割再生画面Ｕ７５０において、ユー
ザ操作により、メインコントロールＵ６５０内のつまみＵ６８５が「再生幅の最後の位置
」に移動したときの例を説明する。
【００８３】
　ユーザ操作によりメインコントロールＵ６５０が操作された場合（ステップＳ２０２で
ＹＥＳ）、図４のメインコントロール操作処理を実行する。つまみ移動の処理（ステップ
Ｓ３０１でＹＥＳ）の場合、つまみＵ６８５の移動量を取得する（ステップＳ３１６）。
ここでは、「再生幅の３分の２」から「再生幅の最後の位置」への移動のため、移動量は
「再生幅の３分の１」となる。次に、画面番号を指す"WinNo"に「０」、画面数を指す"Wi
nCount"に「３」を代入する（ステップＳ３１７）。そして、全画面再生位置更新処理（
ステップＳ３１８～Ｓ３２４）を実行する。"WinNo"を１カウントアップし（ステップＳ
３１９）、ステップＳ３１６で取得した移動量「再生幅の３分の１」を基に、"WinNo"「
１」に対応する画像の再生位置を計算する（ステップＳ３２０）。次に、"WinNo"「１」
に対応する画像の先頭の位置から「再生幅の３分の１」を移動させた位置を再生位置とし
て、サブコントロールＵ６２０内の画像再生領域Ｕ６２５に表示する（ステップＳ３２１
）。次に、"WinNo"「１」に対応するサブコントロールＵ６２０内のつまみＵ６４０を先
頭の位置から「再生幅の３分の１」移動し（ステップＳ３２２）、メインコントロールＵ
６５０内の"WinNo"「１」に対応するつまみＵ６８０を移動する（ステップＳ３２３）。
ステップＳ３２４において"WinNo"「１」と"WinCount"「３」とが異なるため、ステップ
Ｓ３１９の"WinNo"を１カウントアップの処理に移行する。"WinNo"が「３」になるまで、
全画面再生位置更新処理（ステップＳ３１８～Ｓ３２４）を繰り返し実行すると、画面上
は、図１６に示すメインコントロール操作後の分割再生画面Ｕ８００のＵI構成となる。
図１６に示すメインコントロール操作後の分割再生画面Ｕ８００の構成は、図１３に示す
分割再生画面Ｕ６００の構成と同様のため、説明を省力する。
【００８４】
　以上説明したように、本実施形態では、複数画面の同時再生スライダと、１画面のみの
再生スライダを操作することにより、効率の良いシーン検索を実現することが可能となる
。
【００８５】
　本実施形態でも、コントロールの構成を、再生ボタンと、停止ボタンと、再生幅を表わ
すスライダとしたが、他の構成であっても良い。
【００８６】
　また、本実施形態では、同一の動画像ファイルの再生位置をそれぞれ異ならしめて複数
画面で分割再生するときに、分割後の再生開始位置を該１つの動画像ファイルの先頭と統
一したが、画像の全体時間を分割画面数で等分割した時間（位置）を開始位置としても良
い。また、シーン切り替え位置や、ユーザが設定した位置を開始位置としても、本案件は
適応される。
【００８７】
　また、本実施形態では、分割された各再生画面（画像再生領域Ｕ６２５）での再生位置
を１つの動画像ファイル全体の任意の位置に移動可能としたが、一の再生画面での再生位
置が他の再生画面での再生位置を越えないように制御しても良い。また、画像の全体時間
で分割した場合に、各再生画面での再生位置が分割幅（分割された時間幅）を超えないよ
うに制御した場合でも、本案件は適応される。
【００８８】
　なお、本発明の目的は、以下の処理を実行することによって達成される。即ち、上述し
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た実施の形態の機能を実現するプログラムコードを記録した記憶媒体を、システム或いは
装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ等）が記憶
媒体に格納されたプログラムコードを読み出す処理である。
【００８９】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機
能を実現することになり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。
【００９０】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、次のものを用いることが
できる。例えば、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、光磁気ディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ
、ＤＶＤ＋ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等である。又は、プログ
ラムコードをネットワークを介してダウンロードしても良い。
【００９１】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上記実施の
形態の機能が実現される場合も本発明に含まれる。加えて、そのプログラムコードの指示
に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の
処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される場
合も含まれる。
【００９２】
　更に、前述した実施の形態の機能が以下の処理によって実現される場合も本発明に含ま
れる。即ち、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された
機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込ま
れる。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユ
ニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行う場合である。
【符号の説明】
【００９３】
１００：演算処理装置（ＣＰＵ）、１１０：ハードディスク、１２０：記憶部、１３０：
ネットワーク接続部、１４０：表示部、１５０：スピーカー、１６０：操作部、１７０：
記録媒体ドライブ、１８０：外部記録媒体、１９０：内部バス
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